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社会福祉法人至福会設立

社会福祉法人至福会沿革

編 集 後 記
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理
事
長
　
　
小
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典
宏

発
刊
の
ご
挨
拶

　社会福祉法人至福会の各施設で別々に発行していた広報誌でしたが、3 施設が一体となり発行することとなりま

した。人生100年時代における介護業界に対する期待は益々高まっています。

しかしながら、介護業界の人材不足が顕著であり、2040年までに約69万人の介護員を追加で確保する必要が

あると厚労省が発表しました。地域に質の高い介護福祉を恒久的に提供していくためには、至福会として更に

一体となり、介護福祉の提供に取り組み、苦難の時代を乗り越えていかなければいけません。社会福祉法人

至福会は、広報誌をはじめ、介護員教育制度、求人採用活動など、至福会が一体となった取り組みを開始しています。

これからも社会福祉法人至福会は、一体となり、地域包括ケアシステムの実現のため、

質の高い介護福祉の提供のために、地道に取り組んで参ります。

1995年

軽費老人ホーム「ケアハウス鹿島の杜」（定員50名）開設
社会福祉法人至福会が手掛けた最初の施設、茨城県内において
先駆的な軽費老人ホーム（ケアハウス）を建設、地域高齢者が社会に
おいて独立した生活が送れる公的施設環境を整備する。

1996年

「さくら公園」整備（地域貢献事業）
鹿島の杜に併設し整備した天然芝一面に広がる公園では、グランド
ゴルフは勿論のこと体操やお散歩等の多目的利用が可能です。

2019年

特別養護老人ホーム「セ・シボンかしま」（定員50名）開設
●
●
老人短期入所事業（定員10名）
セ・シボンかしまデイサービスセンター（定員40名）

全室個室・ユニット型として鹿行地区で初の特別養護老人
ホームを建設、プライバシーが守られ、住み慣れた環境に近い
生活が送れるよう整備する。

2004年

社会福祉法人一会会（1987年設立）と合併
●
●
●
●
●

特別養護老人ホーム「あやめ荘」（定員50名）　
老人短期入所事業（定員10名）
潮来市老人デイサービスセンター白鳥運営受託
潮来市在宅介護支援センター運営受託
居宅介護支援事業所あやめ

あやめ荘は、潮来市内で初となる特別養護老人ホームやデイサービス
センターなどの運営を行い、地域福祉の発展を目指した施設運営を
実施してまいりました。

●鹿島の杜居宅介護支援事業所（「鹿島の杜」併設）指定

●小山典宏理事長就任2010年

特別養護老人ホームあやめ荘20床増床2017年

2017年

21世紀初頭、超高齢化社会と多様化す社会構造に対応すべく、地域に
必要とされる老人福祉施設を展開するため、小山善朗が至福会を設立。

2004年

ミステリーツアー
コロナ禍2年間の外出自粛を経て
３コースに分かれ遠足に出掛けて来ました!

銚子編
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電話受付時間（平日） 〒314-00479：00～16：00

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
で
、
入
所
者
の

方
々
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
鹿
島
の
杜

で
は
感
染
し
た
方
や
濃
厚
接
触
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
多
少
収
ま
っ
て
い
る
感
は
あ
り

ま
す
が
、
い
つ
感
染
が
爆
発
的
に
増
え
る
か
わ
か
ら
な
い

状
況
で
ま
だ
ま
だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
入
所
者
の
ご
家
族

と
の
面
会
等
も
自
由
に
気
兼
ね
な
く
出
来
る
よ
う
に
な
る

に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
鹿
島
の
杜

で
は
職
員
一
同
、
入
所
者
の
お
一
人
お
一
人
の
お
体
を

常
に
よ
く
看
て
如
何
に
快
適
に
お
過
ご
し
し
て
い
た
だ
け

る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

施設長　　鴨川　武志
ケアハウス鹿島の杜

筋肉相談会

至福のひととき 　私がパート入職してから12年。よちよち歩きだった息子も私と同じ身長になりました。

十人十色の入居者の皆様とふれあい、共に泣き、笑い、感動し…皆様の余生と向き合い

ながらの年月でした。あっという間に今を迎えられたのは、やはり職員との縁。佳き仲間と

働けることに日々感謝です。 生活相談員　小栁宏子

　今年は４名の祝い年の方がいらっしゃいました。

お祝い膳とカフェエブリデイのテレビをプレゼントさせて頂き

ました。職員手作りのフォトスポットで記念撮影をパシャリ♪

みなさんいつまでも鹿島の杜で元気に過ごして下さいね！！

敬老会・長寿のお祝い

　介護老人保健施設　鹿野苑の理学療法士の先生に

筋力やバランス能力のテストをしてもらい、どんな運動

をしたらよいのかなどアドバイスして頂きました。普段

運動している方も結果にビックリ！みなさんこれを機に

運動を頑張ると意気込んでいます！！コロナに負けない

体力づくり頑張りましょう♪

感染症予防時期の体力維持
年末恒例の杜の紅白歌合戦！今年は１６組１７名が熱唱

☆大変盛り上がりました。今年は白組が勝利。

紅白歌合戦

　毎年盛大に行われているクリスマス忘年会♪職員の余興と入居者さんの仮装のみとなりましたが、

大変盛り上がり楽しいクリスマス忘年会になりました♪

クリスマス忘年会

　コースのミステリーツアーを企画！行先は着いてからのお楽しみ♪神栖・鉾田・銚子へ行きました。

久しぶりの遠足でストレスを発散！昼食は海鮮丼やお蕎麦や握り寿司を堪能しました～ (^▽^)/

近場でも行ったことがない所がたくさんありました。

ミステリーツアー
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至福のひととき 　介護の仕事に携わって１７年、いくつのありがとうを頂戴したことでしょう。介護現場では、毎日

沢山のありがとうを耳にします。送迎してはありがとう、背中を洗えばありがとう、お茶を出しては

ありがとう・・・感謝して欲しい訳ではないのですが「ありがとう」という言葉には人を元気にする力が

あると感じます。いつからか私の口癖も「ありがとう」になりました。元気な笑顔にありがとう、

優しい気持ちをありがとう、ありがとうの感謝の気持ちにありがとう・・・これからも沢山のありがとうを

交換しながら「優しい・楽しい・嬉しい」時間を共に過ごしていきたいと思います。

セ・シボンかしま

セ・シボンかしま　職員一同

デイサービス　小神野士門

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
当
施
設
の
運
営
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
対
策
の
た
め
皆
様
に

は
大
変
ご
不
便
や
ご
心
配
を
お
掛
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
昨
年
は
介
護
報
酬
改
定
が
あ
り
、

ご
利
用
者
さ
ま
の
自
立
支
援
や
重
度
化
防
止
を
効
果
的
に

勧
め
る
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
も
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

多
職
種
連
携
の
更
な
る
充
実
や
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
図
り
、

ご
利
用
者
さ
ま
が
安
心
し
て
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
す
よ
う
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
っ
た
セ
・
シ
ボ
ン
祭
り
・
敬
老
会
が

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今
年
度
も
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
為
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
、
デ
イ
サ―

ビ
ス
で
長
寿
の
お
祝
い
を

行
い
、
記
念
品
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
入
居
者
様
も
お
ら
れ
賞
状
を
手
渡
さ
れ

と
て
も
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。
各
入
居
者
様
、利
用
者
様
に
は
い

つ
ま
で
も
元
気
に
セ
・
シ
ボ
ン
で
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
職

員
一
同
思
っ
て
お
り
ま
す
。
　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

施設長　沢畠　恭子
セ・シボンかしま

敬
老
会
・
長
寿
の
お
祝
い

　
敬
老
会
に
引
き
続
き
、各
ユ
ニ
ッ
ト
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
き
ま
し
た
。季
節
感
を
感
じ
て
頂
き
た
く
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
リ
ー
ス
の
飾
り

付
け
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を
彩
る

作
品
作
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

手
に
嬉
し
そ
う
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と

記
念
写
真
を
撮
ら
れ
て
い
る
入
居
者
様
、

利
用
者
様
の
笑
顔
は
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
今
年
度
も
茨
城
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

主
催
の「
介
護
の
日
〜
感
動
、
感
激
、
心
温
ま

る
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

セ
・
シ
ボ
ン
か
ら
も
５
名
の
職
員
が
応
募
し
、

そ
の
中
か
ら
こ
の
写
真
「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
」が
見
事
に
介
護
福
祉
士
会
会
長
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。

介
護
の
日
の
写
真
展

　
セ
・
シ
ボ
ン
か
し
ま
で
は
、
感
染
委
員
会

が
中
心
と
な
り
毎
月
感
染
対
応
に
つ
い
て

施
設
内
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
職
員

が
感
染
対
応
時
に
迅
速
に
行
動
で
き
る
よ

う
に
今
後
も
研
修
を
通
し
て
感
染
対
応
に

つ
い
て
学
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

感
染
対
策
研
修

　
令
和
３
年
１１
月
４
日
に
、

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
避
難
誘
導
、消
火
器

で
の
消
火
、
消
火
線
か
ら
の

放
水
、
タ
ン
カ
の
使
用
法
等

を
職
員
、
利
用
者
様
一

同
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
全

く
予
測
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

実
際
に
災
害
が
起
き
た
際
に

各
自
が
迅
速
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
今
後
も
防
災
委
員
会

を
中
心
に
年
２
回
の
防
災

訓
練
を
通
し
て
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。

秋
の
総
合
防
災
訓
練

　新型コロナウイルス感染拡大防止の為にご家族様の面会が出来ず、外出もままならない状態が続いていますが、日々の

暮らしの中で入居者様、利用者様が毎日を元気に楽しく過ごして頂く事が出来るように職員一同心掛けております。

わずかではありますが、日々の生活の中での笑顔溢れる写真と日常生活の様子を掲載させて頂きました。

これからも感染症に負けず、笑顔溢れる生活、ご希望に合わせたライフスタイルを提供してまいります。

笑顔の写真館

賞受賞作品

E N I S H I A
第1号

（5） （4）
0299-84-1165 茨城県鹿嶋市須賀1350-1

電話受付時間（平日） 〒314-00479：00～17：00
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別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

セ
・
シ
ボ
ン
か
し
ま
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高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

あ
や
め

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

あ
や
め
荘

潮
来
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

白
鳥

●指定居宅介護支援事業所 あやめ●高齢者総合相談センターあやめ ●潮来市老人デイサービスセンター白鳥

指定居宅介護支援事業所

あやめ

焼き芋、スイーツなど食欲の秋を楽しみました。
美味しい物を食べている時の真剣な顔は素敵です。
美味しいものを食べて健康第一！

毎年恒例の運動会を行いました。例年なら

青空の下、賑やかに外で行う行事ですが、

今年度はグループで荘内にて行いました。

久しぶりに赤ガンバレ　白ガンバレと皆で

声を出して応援しました。童心に帰り楽し

みました。

運動会

　寒さが厳しくなった1月、新年会で、ご利用者様と

職員が手作りした段ボール羽子板を使って、羽根つ

き大会を行いました。

　勝っても負けても仲間の健闘を称える利用者様の

姿が、とても印象的な大会となりました。

クリスマス

　2月は節分。ご利用者様が折り紙でかわいらしい鬼を作って

きて下さいました。

　サンタクロースの鈴の音が聞こえてきそうな１２月、ご利用者

様の作った手作りの飾り物で、クリスマスツリーとセンター内の

飾りつけをしました。

クリスマス会では、柔らかい棒を使ったチーム対抗の物送りゲー

ムを開催。職員はハンドベルできらきら星の演奏をしました。

・現在 4 名の介護支援専門員が勤務してお

ります。いろいろな相談を受けながらご利

用者様の気持ちを尊重し、「自分らしさ」

を失わず、生きがいを持ち、ご自宅での生

活が続けられるよう支えとなる事を目指し

ています。介護でお困りの方は、お気軽に

ご相談ください！！

・潮来市の認知症推進会議の一

環として「認知症になっても安

心して暮らせる町づくり」の啓発

活動を商業施設の屋外をお借り

して行いました。

・ 「認知症サポーター養成講座」を

昨年 10月、包括支援センターを中

心として潮来高校の1年生を対象に

開催し、寸劇に参加しました。

2月の予定

新年会

至福のひととき 　私がデイサービス白鳥に入職して間もない頃、一人の利用者様が「私がこのデイサービ

ス白鳥を選んだ理由は、私の夫があやめ荘でお世話になり本当によくしてもらったの。だ

から、私はデイサービス白鳥以外に行きたいと考えられなかったの。」と話してくださいま

した。その話を聞き、ここへ来る利用者様が『明日も行きたい・楽しみたい』と思っても

らえる場所にしていきたいと思います！！ デイサービス白鳥　介護員
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
旧
年
中
は
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
至
福
会
合
同
の
広
報
誌
　『
E
N
I
S
H
I
A
・

縁
愛
』
が
新
し
く
発
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
心
新
た
に
こ

れ
か
ら
の
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
使
命
を
見
つ
め
直
し
、

３
施
設
一
丸
と
な
っ
て
地
域
福
祉
の
充
実
・
発
展
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
も
始

ま
り
ま
し
た
が
、
収
束
す
る
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
心
構
え
で
、
で

き
得
る
限
り
の
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
よ
り
良
い
ケ

ア
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
不
便
と

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
　
職
員
一
同
常
に
、『
気
配
り
・
目
配
り
・

心
配
り
』
を
念
願
に
、
ご
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
介
護
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
、
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
の
程
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

岡野　吉晴
あやめ荘施設長
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